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　 ち ば 市 史 編 さ ん だ よ り  2 9  号 を お 届 け し ま す 。 本 号 で は 、 『 千 葉 市 史  史 料 編  1 1  近 代  2 」 に 関 わ る 内

容 に つ い て 、 編 集 委 員 の 町 田 委 員 に 解 説 し て い た だ き ま し た 。 こ れ か ら 本 格 的 に 内 容 を つ め て い く 『 近

代  2 』 で 、 こ の 保 安 組 合 の 内 容 が 市 域 の 他 の 事 象 と ど う 関 係 し て い く の か 、 史 料 編 の 完 成 が 楽 し み で す 。

　 ま た 、 上 記 の と お り 、 令 和  4  年 度 企 画 展 な ら び に  1 1  月 よ り 開 始 予 定 の 中 級 古 文 書 講 座 に つ い て 、 ご

案 内 し て お り ま す 。 そ れ ぞ れ 詳 細 は 、 千 葉 市 立 郷 土 博 物 館  H P  や 公 式  T witt er 、 市 政 だ よ り 等 に て ご 確

認 く だ さ い 。 多 く の 方 の ご 来 館 ・ ご 参 加 を 、 こ こ ろ よ り お 待 ち 申 し 上 げ て お り ま す 。 （ え ）
あ と が き

　 連 載 中 の 「 千 葉 市 の 明 治 ・ 大 正 ・ 昭 和 が み え る !! 」 、

今 回 は 第  1 1  回 で す 。 『 千 葉 市 史 　 史 料 編  1 0 　 近 代  1 』

掲 載 史 料 か ら 更 に 発 展 さ せ 、 現 在 調 査 中 の 『 近 代  2 』

の 範 囲 ま で を 視 野 に 入 れ て 、 解 説 し て い た だ き ま し た

（ 1 ・ 2  ペ ー ジ ） 。

　 今 回 ご 執 筆 い た だ き ま し た 町 田 委 員 の 「 保 安 組 合 と

密 告 箱 」 で は 、 実 際 に 小 中 台 町 内 会 に の こ さ れ た 保 安

組 合 の 規 約 か ら 、 地 域 社 会 の な か で 保 安 組 合 が 果 た し

た （ 期 待 さ れ た ） 役 割 、 そ し て 実 際 の 組 織 の あ り よ う

を 「 密 告 箱 」 を キ ー ワ ー ド に 丁 寧 読 み 解 い て い た だ き

ま し た 。 ま た 、 保 安 組 合 と い う 事 例 に お い て 小 中 台 村

が も つ 独 自 性 に つ い て も 触 れ 、 全 国 的 に 展 開 さ れ た 事

柄 で あ っ て も 、 そ れ ぞ れ の 地 域 の 特 色 が で る 可 能 性 に

つ い て も 示 唆 し て お ら れ ま す 。

　 前 回 ・ 今 回 の よ う に 『 千 葉 市 史 　 史 料 編  1 1 　 近 代  2 』

で 扱 う 内 容 も 、 刊 行 に 向 け て 続 々 と 明 ら か に な っ て い

ま す 。 引 き 続 き 、 ご 担 当 の 先 生 方 に お 願 い し て 史 料 や

そ の 解 説 を 掲 載 し 、 少 し で も わ か り や す く 市 民 の み な

さ ま へ お 伝 え し て い こ う と 考 え て お り ま す 。 ど う ぞ よ

ろ し く お 願 い い た し ま す 。

古 い 書 付 や 写 真 、 民 具 類 な ど 、 台 風 な ど の 自 然 災 害 や そ の ほ か の 事

情 に よ り 濡 れ て し ま っ た り 、 汚 れ て し ま っ た 資 料 が あ り ま し た ら 、

そ の 対 応 の お 手 伝 い が で き れ ば と 思 い ま す 。 こ れ ら を 捨 て て し ま う

前 に 、 可 能 で あ れ ば 、 下 記 市 史 編 さ ん 担 当 ま で ご 一 報 く だ さ い 。 お

宅 に 残 る 歴 史 や 思 い 出 を 、 少 し で も よ い 形 で 後 世 に 残 し て い け る よ

う 、 で き る 限 り の お 手 伝 い を さ せ て い た だ き ま す 。

お 宅 に の こ る そ の 資 料 、

2 0 2 2 年 度 後 期  千 葉 市 史 主 催 　 講 座 の ご 案 内
中 級 古 文 書 講 座 「 江 戸 時 代 の 村 の 古 文 書 を 読 む 」中 級 古 文 書 講 座 「 江 戸 時 代 の 村 の 古 文 書 を 読 む 」

く ず し 字 に 慣 れ 、 古 文 書 が あ る 程 度 読 め る 方 を 対 象 と し た 講 座 で す 。 全 ６ 回 。く ず し 字 に 慣 れ 、 古 文 書 が あ る 程 度 読 め る 方 を 対 象 と し た 講 座 で す 。 全 ６ 回 。

千 葉 市 内 に 残 さ れ た 古 文 書 の コ ピ ー を テ キ ス ト と し て 、 く ず し 字 の 読 解 、 史 料 が 書 か れ た 背 景 の千 葉 市 内 に 残 さ れ た 古 文 書 の コ ピ ー を テ キ ス ト と し て 、 く ず し 字 の 読 解 、 史 料 が 書 か れ た 背 景 の

解 説 な ど を 行 い ま す 。解 説 な ど を 行 い ま す 。

定 　 員 　 2 4  名 　  会 　 場 　 千 葉 市 立 郷 土 博 物 館 　 講 座 室定 　 員 　 2 4  名 　  会 　 場 　 千 葉 市 立 郷 土 博 物 館 　 講 座 室

対 　 象 　 一 般 （ 古 文 書 が あ る 程 度 読 め る 方 ）対 　 象 　 一 般 （ 古 文 書 が あ る 程 度 読 め る 方 ）
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募 　 集 　 市 政 だ よ り （ 1 0  月 号 ） に て 募 集 　 1 0 / 7  ㊎ 必 着 。募 　 集 　 市 政 だ よ り （ 1 0  月 号 ） に て 募 集 　 1 0 / 7  ㊎ 必 着 。

講 　 師 　講 　 師 　 後 藤 雅 知 先 生 （ 立 教 大 学 文 学 部 教 授 ）後 藤 雅 知 先 生 （ 立 教 大 学 文 学 部 教 授 ）

第 1 1 回 　 保 安 組 合 と 密 告 箱

千 葉 市 史 編 集 委 員 　 町 田 　 祐 一

　 今 回 ご 紹 介 す る の は 、 大 正 時 代 に 設 置 さ れ た 保 安 組

合 と 密 告 箱 に つ い て で す 。

　 大 日 方 純 夫 『 警 察 の 社 会 史 』 （ 岩 波 新 書 、 1 9 9 3  年 ）

に よ れ ば 、 米 騒 動 が 始 ま る 頃 か ら 警 察 組 織 は 、 デ モ ク

ラ シ ー 状 況 の 展 開 に よ る 既 存 の 社 会 秩 序 の 動 揺 に 対 し

て 、 民 衆 の 中 に 警 察 活 動 の 基 盤 を 広 げ 、 同 意 と 協 賛 を

調 達 す る こ と で 秩 序 を 維 持 す る 新 し い 警 察 の 姿 を 模 索

し て い ま し た 。 こ の 中 で 、 国 民 に 「 自 衛 自 警 」 を 認 識

さ せ 、 警 察 行 政 に 理 解 の あ る 篤 志 団 体 と 警 察 が 協 力 し

た 「 公 安 」 を 維 持 し よ う と 組 織 さ れ た 一 つ が 、 保 安 組

合 で し た 。

　 千 葉 県 は 設 置 が 進 ん だ 県 の 一 つ で 、 1 9 2 3  年  4  月 に

県 内 の 組 合 員 数 は  1 8  万 人 に 達 し 、 関 東 大 震 災 の 時 に

は 自 警 団 を 構 成 す る 組 織 の 一 つ に な り ま し た 。

　 こ れ ま で 千 葉 市 の 保 安 組 合 に つ い て の 詳 し い 研 究 は

な く 、 組 織 や 活 動 の 実 態 は 不 明 で し た 。 し か し 各 区 有 ↘

政 令 市 移 行  3 0  周 年 記 念

令 和 ４ 年 度 企 画 展

甘 藷 先 生 の 置 き 土 産甘 藷 先 生 の 置 き 土 産
～ 青 木 昆 陽 と 千 葉 の さ つ ま い も ～

「 芋 神 様 」 と し て 人 々 に 敬 愛 さ れ た 青 木

昆 陽 の 実 像 や 、 千 葉 市 と さ つ ま い も と

の 深 い か か わ り に つ い て 紹 介 し ま す 。

会 期

2 0 2 2  年  8  月  3 0  日 ㈫

～  1 0  月  1 6  日 ㈰ 　

会 場

　 千 葉 市 立 郷 土 博 物 館 ２ 階 展 示 室

開 館 時 間

　 9 ： 0 0  ～  1 7 ： 0 0

　 （ 入 館 は  1 6 ： 3 0  ま で ）

休 館 日

　 月 曜 日 （ 祝 日 の 場 合 は 翌 平 日 ）青 木 昆 陽 肖 像 画 （ 幕 張 公 民 館 蔵 ）

　 千 葉 市 の 明 治 ・ 大 正 ・ 昭 和 が み え る ！ ！ � 1- 2 　

　 　 第 1 1 回 　 保 安 組 合 と 密 告 箱

　 令 和 4  年 度 企 画 展 こ ぼ れ 話

　 　 「 芋 の 記 」 に み る 昆 陽 神 社 � 3 　

 　 千 葉 市 史 主 催 　 講 座 な ど の ご 案 内  ��� 　 　 ��4
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【 申 込 方 法 】

往 復 葉 書 ま た は 電 子 申 請 で の お 申 込 み で す 。

往 復 は が き の 場 合 は 　 　 住 所 ･  氏 名 (  ふ り が な ) ･  電 話 番 号 、 講 座 名住 所 ･  氏 名 (  ふ り が な ) ･  電 話 番 号 、 講 座 名 　 を 明 記 の う え 、

下 記 千 葉 市 史 編 さ ん 担 当 ま で お 申 し 込 み く だ さ い 。

葉 書 の 場 合 、 一 枚 に つ き お 一 人 の ご 応 募 と な り ま す 。

電 子 申 請 の 方 法 ほ か 詳 細 は 市 政 だ よ り ・ 千 葉 市 立 郷 土 博 物 館  H P  に て ご 確 認 く だ さ い 。

※ お 申 込 み 多 数 の 場 合 、 抽 選 と な り ま す 。

千 葉 市 立 郷 土 博 物 館 検 索

C LI C K!

　 問 い 合 わ せ 先

　 　 千 葉 市 立 郷 土 博 物 館 　 市 史 編 さ ん 担 当
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千 葉 市 の

『 千 葉 市 史 　 史 料 編 』  近 代  ・  現 代 を

　 見 せ ち ゃ い ま す 。

令 和  4  年 度 企 画 展

甘 藷 先 生 の 置 き 土 産
文 書 に 、 各 地 の 保 安 組 合 に 関 す る 史 料 が 残 さ れ て い ま し

た 。 こ こ で は 、 そ の 一 例 と し て 小 中 台 町 内 会 文 書  5- 4 3 2

を 見 て い き ま し ょ う 。

　 ま ず 史 料 １ は 、 組 合 員 の 遵 守 事 項 が 記 さ れ た 「 規 約 」

の 一 部 で す 。 他 の 地 域 も 同 様 の 文 言 で あ り 、 千 葉 県 内 共

通 の も の で す 。 こ れ を 見 る と 、 盗 難 そ の 他 犯 罪 予 防 に 関

す る 事 項 が 第 一 に 掲 げ ら れ て お り 、 夜 間 の 戸 締 り な ど の

ほ か に 、 犯 罪 の 現 場 保 存 な ど へ の 協 力 も 求 め ら れ て い た

こ と が わ か り ま す 。

　 一 方 史 料 ２ は 、 組 合 の 目 的 達 成 の た め に 行 う 事 業 を 筆

書 き で 追 記 し た も の で 、 こ の 地 域 独 自 の も の で す 。 注 目

す べ き は 、 一 に 夜 警 、 二 に 道 路 修 繕 と 交 通 安 全 、 そ し て

三 ～ 五 に 密 告 箱 の 運 用 が 記 さ れ て い る 点 で す 。 こ の 文 言

に よ れ ば 、 密 告 箱 は 「 違 反 者 其 ノ 他 ノ 申 告 」 を 受 け 付 け

る と さ れ 、 箱 の 取 扱 い は 組 合 長 の 任 務 、 密 告 事 件 の 処 分

に 関 し て は 役 員 の 協 議 で 決 ま る と あ り ま す 。 様 々 な こ と

が 一 部 の 幹 部 で 決 定 さ れ た 、 秘 密 性 の 高 い 組 織 だ っ た こ

と が わ か り ま す 。 事 実 、 こ の 「 規 約 」 の 後 に は 直 筆 の 個

人 名 と 捺 印 が 列 挙 さ れ て あ り 、 構 成 員 の 「 規 約 」 遵 守 と

強 い 結 束 が 求 め ら れ て い ま し た 。

　 も っ と も 、 密 告 と い う 文 言 は 、 明 治 時 代 の 衛 生 組 合 の

規 約 に も 記 さ れ て お り 、 そ の 行 為 自 体 は 近 代 地 域 社 会 に

お け る 治 安 維 持 の た め に 用 い ら れ た 手 法 の 一 つ と い え ま

す （ 「 2 5 3  衛 生 組 合 規 約 」『 千 葉 市 史 史 料 編  1 0  近 代  1 』 ） 。

ま た 、 そ の 他 の 地 域 も 見 る と 、 密 告 箱 を 設 置 し た 地 域 は

そ れ ほ ど 多 く な く 、 名 称 を 「 申 告 箱 」 と し た 所 も あ り ま

し た 。 こ れ ら の こ と を 考 え る と 、 高 い 防 犯 意 識 を 背 景 に

保 安 組 合 を 運 用 し 、 問 題 の 取 扱 い を 保 安 組 合 で 処 理 す る

と 決 め た 地 域 に 、 密 告 箱 が 設 置 さ れ た の だ と 考 え ら れ ま

す 。

　 こ の よ う に 保 安 組 合 は 、 地 域 の 治 安 維 持 を 目 的 と し た

警 察 行 政 を 補 完 す る 組 織 で あ り 、 一 部 の 地 域 で は 密 告 箱

を 設 置 し て い ま し た 。 こ れ ら の 史 料 は 、 大 正 期 に 形 成 さ

れ た 警 察 行 政 を 補 完 す る 組 織 の 特 質 に つ い て 、 そ し て 地

域 社 会 の 治 安 維 持 の あ り 方 に つ い て 歴 史 的 に 考 え る た め

の 貴 重 な 素 材 と い え ま す 。

　 当 館 に は 、 「 薩 摩 芋 御 仁 恵 録 」 と 「 芋 の 記 」 の  2  冊

が 一 緒 に 綴 ら れ て い る 資 料 が 寄 託 さ れ て い ま す 。 前 者

は 、 「 青 木 文 蔵 御 用 薩 摩 芋 作 場 見 分 絵 図 其 外 書 付 写 」

と あ り 、 北 町 奉 行 与 力 で あ る 加 藤 枝 直 の 旧 記 の 写 本 で

す 。 こ の 写 本 も 貴 重 な 資 料 で す が 、 今 回 は 後 者 の 「 芋

の 記 」 を 取 り 上 げ ま す 。

１ 　 「 芋 の 記 」  を 読 む１ 　 「 芋 の 記 」  を 読 む

　 「 芋 の 記 」 の

冒 頭 は 、 『 先 哲

叢 談 』 か ら 青

木 昆 陽 の 伝 記

部 分 が 書 き 写

さ れ て い ま す 。

『 先 哲 叢 談 』 は 、

江 戸 時 代 初 期

か ら 宝 暦 期 ま

で の 主 要 な 儒

者 7 2 人 の 評

伝 集 で 、 儒 者

の 原 念 斎 が 文 化  1 3  年 （ 1 8 1 6 ） に 著 し ま し た 。

　 次 に 、 昆 陽 の 賀 詞 1 の 草 稿 と 、 加 藤 枝 直 の 短 冊 が 書

き 写 さ れ て い ま す 。 そ し て 、 江 戸 在 府 の 給 知 差 配 役 2

だ っ た 豊 田 重 三 郎 が 、 馬
ま か

加 村 （ 現 千 葉 市 花 見 川 区 幕 張

町 ） 名 主 の 弥 左 衛 門 に 、 こ の ２ つ の 書 を 表 装 し て 送 る

こ と 、 『 先 哲 叢 談 』 に あ る 青 木 昆 陽 の 部 分 の 書 き 抜 き

を 村 役 人 た ち へ 廻 す こ と が 書 か れ て い ま す 。

　 さ ら に 、 添 え 書 き と し て 、 豊 田 重 三 郎 が 儒 者 の 杉 原

平 助 （ 直
な お や す

養 ） に 、 昆 陽 神 社 の ご 神 体 と し て 昆 陽 の 書 を

頂 戴 し た い 旨 を 相 談 し た と こ ろ 、 平 助 は 杉 原 家 に 伝 来

の ２ 枚 の う ち １ 枚 の 書 を 与 え た こ と が 記 さ れ て い ま

す 。 こ の 書 こ そ 、 昆 陽 の 賀 詞 の 草 稿 だ っ た の で す 。

　 以 降 は 、 『 千 葉 市 史  史 料 編 ９  近 世 』 に  1 5 1  号 史 料

と し て 翻 刻 ・ 掲 載 さ れ て い ま す 。 安 政 ４ 年 （ 1 8 5 7 ）

の 昆 陽 神 社 遷 宮 式 の 祝 詞 、 及 び 豊 田 重 三 郎 と 杉 原 平 助

と の 間 で 交 わ さ れ た 、 遷 宮 式 執 行 に 関 す る 書 簡 の 内 容

が 書 き 記 さ れ て い ま す 。 平 助 か ら は 、 遷 宮 式 に 伴 う お

供 え 餅 の 恵 贈 、 及 び 青 木 家 へ の 報 告 な ど の 返 事 が あ り

ま し た 。 そ し て 最 後 に 、 幕 臣 で 蘭 学 者 の 花 井 虎 一 が 記

し た 昆 陽 の 評 伝 （ 刷 物 ） が 添 付 さ れ て い ま す 。

　 こ の よ う に 、 「 芋 の 記 」 に は 、 昆 陽 神 社 の ご 神 体 や

遷 宮 式 に 関 す る こ と な ど 、 貴 重 な 内 容 が ま と め ら れ て

い ま す 。

２ 　 杉 原 平 助 と 青 木 昆 陽２ 　 杉 原 平 助 と 青 木 昆 陽

　 旗 本 杉 原 家 は 代 々 番 方 を 勤 め た 家 で す 。 杉 原 平 助 は 、

天 保  1 1  年 （ 1 8 4 0  年 ） か ら 昌 平 坂 学 問 所 の 御 儒 者 と

な り 、 幕 末 の 外 交 に も 携 わ り ま し た 。 杉 原 平 助 と 青 木

昆 陽 に は 、 ど の よ う な 関 係 が あ っ た の で し ょ う か 。

　 杉 原 平 助 の 父 の 平 左 衛 門 （ 直
な お よ し

休 ） は 、 男 子 の な か っ

た 青 木 昆 陽 の 養 子 の 肇
は じ め

（ 三 郎 左 衛 門 ） の 三 男 で 、 杉 原

家 の 養 子 と な り ま し た 。 つ ま り 、 杉 原 平 助 か ら 見 る と 、

青 木 昆 陽 は 、 曽 祖 父 に あ た り ま す 。 平 助 は 、 親 族 の 話

ま た は 『 先 哲 叢 談 』 の 記 載 な ど か ら 、 同 じ く 幕 府 の 御

儒 者 と し て 活 躍 し た 昆 陽 の 事 跡 を 知 っ た の か も し れ ま

せ ん 。 ち な み に 、 昆 陽 神 社 の ご 神 体 と し て 平 助 が 渡 し

た 書 は 、 過 去 に 青 木 家 か ら 杉 原 家 が 譲 り 受 け た も の の

よ う で す 。

　 ま た 、 国 立 歴 史 民 俗 博 物 館 所 蔵 の 幕 府 儒 学 者 杉 原 平

助 関 係 資 料 の 中 に 、 昆 陽 神 社 建 立 願 が あ り ま す 。 こ れ

は 、 馬 加 村 が 寺 社 奉 行 に 提 出 し た 願 書 の 下 書 き で す 。

青 木 昆 陽 に よ る 馬 加 村 の 試 作 を 契 機 と し て 周 辺 に さ つ

ま い も 栽 培 が 普 及 し た こ と 、 芋 神 様 と し て 崇 め て き た

昆 陽 の 小 社 建 立 は 、 村 一 同 の 念 願 で あ る こ と が 書 か れ

て い ま す 3 。 豊 田 重 三 郎 が 杉 原 平 助 に 昆 陽 神 社 の ご 神

体 の 書 を 相 談 し た 際 、 こ の 建 立 願 が 平 助 の 手 元 に 渡 っ

た も の と 推 測 さ れ ま す 。

　 「 芋 の 記 」 に よ る と 、 杉 原 平 助 は 、 昆 陽 神 社 の 遷 宮

式 執 行 を 喜 び 、 さ ら に 神 社 辺 り に 碑 を 建 て る こ と を 豊

田 重 三 郎 に 提 案 し て い ま す 。 江 戸 時 代 に 碑 が 建 つ こ と

は あ り ま せ ん で し た が 、 遷 宮 式 か ら  6 2  年 後 の 大 正  8

年 （ 1 9 1 9 ） 、 幕 張 町 の 有 力 者 が 中 心 と な っ て 、 昆 陽 神

社 の 向 か い に ｢ 昆 陽 先 生 甘 藷 試 作 之 地 」 の 記 念 碑 が 建

立 さ れ ま し た 。

（ 市 史 編 さ ん 担 当 　 土 屋 雅 人 ）

註

１   宝 暦  1 2  年 （ 1 7 6 2 ） 1 2  月  1 1  日 、 1 0  代 将 軍 家 治 の 若 君

誕 生 の 時 に 作 っ た 七 夜 の 賀 詞 で あ る （ 平 野 元 三 郎 『 青 木 昆

陽 伝 』 隣 人 社 、 1 9 6 8  年 ） 。

２   給 知 差 配 役 は 、 給 知 世 話 役 （ 与 力 給 知 を 一 括 支 配 ） の 指

示 に 基 づ き 、 給 知 諸 村 の 支 配 に あ た っ た 。 江 戸 と 諸 村 に 配

置 さ れ た （ 須 田 茂 「 千 葉 市 域 の 与 力 給 知 」 『 絵 に み る 図 で

よ む 千 葉 市 図 誌 』 下 巻 、 千 葉 市 、 p p. 1 9 3- 1 9 5 、 1 9 9 3

  年 ） 。

３   乍 恐 以 書 付 奉 願 上 候 （ 薩 摩 芋 養 育 御 用 青 木 文 蔵 様 の 小 社

建 立 願 に つ き ） 、 史 料 番 号  H- 1 8 5 5- 8 9 5 。 昆 陽 神 社 は 、 馬

加 村 の 給 知 差 配 役 の 中 台 弥 十 郎 が 主 導 し 、 弘 化  3  年 （ 1 8 4 6 ）

に 社 殿 が 建 立 さ れ た （ 大 正 ５ 年 『 幕 張 町 誌 』 当 館 蔵 ） 。

「 芋 の 記 」 に み る 昆 陽 神 社「 芋 の 記 」 に み る 昆 陽 神 社↘

史 料  2

（ 保 安 組 合 規 約 ） ：  目 的 達 成 の た め

に 行 う 事 業 　 1 9 2 1  年  9  月  1 4  日

（ 小 中 台 町 内 会 文 書  5 - 4 3 2 ）

史 料  1 　 （ 保 安 組 合 規 約 ）  第 十 条 部 分 ：  組 合 員 の 遵 守 事 項

1 9 2 1  年  9  月  1 4  日 （ 小 中 台 町 内 会 文 書  5 - 4 3 2 ）

「 芋 の 記 」  表 紙

（ 円 城 寺 秀 章 家 文 書  3 ，  当 館 寄 託 ）

３２
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千 葉 市 の

『 千 葉 市 史 　 史 料 編 』  近 代  ・  現 代 を

　 見 せ ち ゃ い ま す 。

令 和  4  年 度 企 画 展

甘 藷 先 生 の 置 き 土 産
文 書 に 、 各 地 の 保 安 組 合 に 関 す る 史 料 が 残 さ れ て い ま し

た 。 こ こ で は 、 そ の 一 例 と し て 小 中 台 町 内 会 文 書  5- 4 3 2

を 見 て い き ま し ょ う 。

　 ま ず 史 料 １ は 、 組 合 員 の 遵 守 事 項 が 記 さ れ た 「 規 約 」

の 一 部 で す 。 他 の 地 域 も 同 様 の 文 言 で あ り 、 千 葉 県 内 共

通 の も の で す 。 こ れ を 見 る と 、 盗 難 そ の 他 犯 罪 予 防 に 関

す る 事 項 が 第 一 に 掲 げ ら れ て お り 、 夜 間 の 戸 締 り な ど の

ほ か に 、 犯 罪 の 現 場 保 存 な ど へ の 協 力 も 求 め ら れ て い た

こ と が わ か り ま す 。

　 一 方 史 料 ２ は 、 組 合 の 目 的 達 成 の た め に 行 う 事 業 を 筆

書 き で 追 記 し た も の で 、 こ の 地 域 独 自 の も の で す 。 注 目

す べ き は 、 一 に 夜 警 、 二 に 道 路 修 繕 と 交 通 安 全 、 そ し て

三 ～ 五 に 密 告 箱 の 運 用 が 記 さ れ て い る 点 で す 。 こ の 文 言

に よ れ ば 、 密 告 箱 は 「 違 反 者 其 ノ 他 ノ 申 告 」 を 受 け 付 け

る と さ れ 、 箱 の 取 扱 い は 組 合 長 の 任 務 、 密 告 事 件 の 処 分

に 関 し て は 役 員 の 協 議 で 決 ま る と あ り ま す 。 様 々 な こ と

が 一 部 の 幹 部 で 決 定 さ れ た 、 秘 密 性 の 高 い 組 織 だ っ た こ

と が わ か り ま す 。 事 実 、 こ の 「 規 約 」 の 後 に は 直 筆 の 個

人 名 と 捺 印 が 列 挙 さ れ て あ り 、 構 成 員 の 「 規 約 」 遵 守 と

強 い 結 束 が 求 め ら れ て い ま し た 。

　 も っ と も 、 密 告 と い う 文 言 は 、 明 治 時 代 の 衛 生 組 合 の

規 約 に も 記 さ れ て お り 、 そ の 行 為 自 体 は 近 代 地 域 社 会 に

お け る 治 安 維 持 の た め に 用 い ら れ た 手 法 の 一 つ と い え ま

す （ 「 2 5 3  衛 生 組 合 規 約 」『 千 葉 市 史 史 料 編  1 0  近 代  1 』 ） 。

ま た 、 そ の 他 の 地 域 も 見 る と 、 密 告 箱 を 設 置 し た 地 域 は

そ れ ほ ど 多 く な く 、 名 称 を 「 申 告 箱 」 と し た 所 も あ り ま

し た 。 こ れ ら の こ と を 考 え る と 、 高 い 防 犯 意 識 を 背 景 に

保 安 組 合 を 運 用 し 、 問 題 の 取 扱 い を 保 安 組 合 で 処 理 す る

と 決 め た 地 域 に 、 密 告 箱 が 設 置 さ れ た の だ と 考 え ら れ ま

す 。

　 こ の よ う に 保 安 組 合 は 、 地 域 の 治 安 維 持 を 目 的 と し た

警 察 行 政 を 補 完 す る 組 織 で あ り 、 一 部 の 地 域 で は 密 告 箱

を 設 置 し て い ま し た 。 こ れ ら の 史 料 は 、 大 正 期 に 形 成 さ

れ た 警 察 行 政 を 補 完 す る 組 織 の 特 質 に つ い て 、 そ し て 地

域 社 会 の 治 安 維 持 の あ り 方 に つ い て 歴 史 的 に 考 え る た め

の 貴 重 な 素 材 と い え ま す 。

　 当 館 に は 、 「 薩 摩 芋 御 仁 恵 録 」 と 「 芋 の 記 」 の  2  冊

が 一 緒 に 綴 ら れ て い る 資 料 が 寄 託 さ れ て い ま す 。 前 者

は 、 「 青 木 文 蔵 御 用 薩 摩 芋 作 場 見 分 絵 図 其 外 書 付 写 」

と あ り 、 北 町 奉 行 与 力 で あ る 加 藤 枝 直 の 旧 記 の 写 本 で

す 。 こ の 写 本 も 貴 重 な 資 料 で す が 、 今 回 は 後 者 の 「 芋

の 記 」 を 取 り 上 げ ま す 。

１ 　 「 芋 の 記 」  を 読 む１ 　 「 芋 の 記 」  を 読 む

　 「 芋 の 記 」 の

冒 頭 は 、 『 先 哲

叢 談 』 か ら 青

木 昆 陽 の 伝 記

部 分 が 書 き 写

さ れ て い ま す 。

『 先 哲 叢 談 』 は 、

江 戸 時 代 初 期

か ら 宝 暦 期 ま

で の 主 要 な 儒

者 7 2 人 の 評

伝 集 で 、 儒 者

の 原 念 斎 が 文 化  1 3  年 （ 1 8 1 6 ） に 著 し ま し た 。

　 次 に 、 昆 陽 の 賀 詞 1 の 草 稿 と 、 加 藤 枝 直 の 短 冊 が 書

き 写 さ れ て い ま す 。 そ し て 、 江 戸 在 府 の 給 知 差 配 役 2

だ っ た 豊 田 重 三 郎 が 、 馬
ま か

加 村 （ 現 千 葉 市 花 見 川 区 幕 張

町 ） 名 主 の 弥 左 衛 門 に 、 こ の ２ つ の 書 を 表 装 し て 送 る

こ と 、 『 先 哲 叢 談 』 に あ る 青 木 昆 陽 の 部 分 の 書 き 抜 き

を 村 役 人 た ち へ 廻 す こ と が 書 か れ て い ま す 。

　 さ ら に 、 添 え 書 き と し て 、 豊 田 重 三 郎 が 儒 者 の 杉 原

平 助 （ 直
な お や す

養 ） に 、 昆 陽 神 社 の ご 神 体 と し て 昆 陽 の 書 を

頂 戴 し た い 旨 を 相 談 し た と こ ろ 、 平 助 は 杉 原 家 に 伝 来

の ２ 枚 の う ち １ 枚 の 書 を 与 え た こ と が 記 さ れ て い ま

す 。 こ の 書 こ そ 、 昆 陽 の 賀 詞 の 草 稿 だ っ た の で す 。

　 以 降 は 、 『 千 葉 市 史  史 料 編 ９  近 世 』 に  1 5 1  号 史 料

と し て 翻 刻 ・ 掲 載 さ れ て い ま す 。 安 政 ４ 年 （ 1 8 5 7 ）

の 昆 陽 神 社 遷 宮 式 の 祝 詞 、 及 び 豊 田 重 三 郎 と 杉 原 平 助

と の 間 で 交 わ さ れ た 、 遷 宮 式 執 行 に 関 す る 書 簡 の 内 容

が 書 き 記 さ れ て い ま す 。 平 助 か ら は 、 遷 宮 式 に 伴 う お

供 え 餅 の 恵 贈 、 及 び 青 木 家 へ の 報 告 な ど の 返 事 が あ り

ま し た 。 そ し て 最 後 に 、 幕 臣 で 蘭 学 者 の 花 井 虎 一 が 記

し た 昆 陽 の 評 伝 （ 刷 物 ） が 添 付 さ れ て い ま す 。

　 こ の よ う に 、 「 芋 の 記 」 に は 、 昆 陽 神 社 の ご 神 体 や

遷 宮 式 に 関 す る こ と な ど 、 貴 重 な 内 容 が ま と め ら れ て

い ま す 。

２ 　 杉 原 平 助 と 青 木 昆 陽２ 　 杉 原 平 助 と 青 木 昆 陽

　 旗 本 杉 原 家 は 代 々 番 方 を 勤 め た 家 で す 。 杉 原 平 助 は 、

天 保  1 1  年 （ 1 8 4 0  年 ） か ら 昌 平 坂 学 問 所 の 御 儒 者 と

な り 、 幕 末 の 外 交 に も 携 わ り ま し た 。 杉 原 平 助 と 青 木

昆 陽 に は 、 ど の よ う な 関 係 が あ っ た の で し ょ う か 。

　 杉 原 平 助 の 父 の 平 左 衛 門 （ 直
な お よ し

休 ） は 、 男 子 の な か っ

た 青 木 昆 陽 の 養 子 の 肇
は じ め

（ 三 郎 左 衛 門 ） の 三 男 で 、 杉 原

家 の 養 子 と な り ま し た 。 つ ま り 、 杉 原 平 助 か ら 見 る と 、

青 木 昆 陽 は 、 曽 祖 父 に あ た り ま す 。 平 助 は 、 親 族 の 話

ま た は 『 先 哲 叢 談 』 の 記 載 な ど か ら 、 同 じ く 幕 府 の 御

儒 者 と し て 活 躍 し た 昆 陽 の 事 跡 を 知 っ た の か も し れ ま

せ ん 。 ち な み に 、 昆 陽 神 社 の ご 神 体 と し て 平 助 が 渡 し

た 書 は 、 過 去 に 青 木 家 か ら 杉 原 家 が 譲 り 受 け た も の の

よ う で す 。

　 ま た 、 国 立 歴 史 民 俗 博 物 館 所 蔵 の 幕 府 儒 学 者 杉 原 平

助 関 係 資 料 の 中 に 、 昆 陽 神 社 建 立 願 が あ り ま す 。 こ れ

は 、 馬 加 村 が 寺 社 奉 行 に 提 出 し た 願 書 の 下 書 き で す 。

青 木 昆 陽 に よ る 馬 加 村 の 試 作 を 契 機 と し て 周 辺 に さ つ

ま い も 栽 培 が 普 及 し た こ と 、 芋 神 様 と し て 崇 め て き た

昆 陽 の 小 社 建 立 は 、 村 一 同 の 念 願 で あ る こ と が 書 か れ

て い ま す 3 。 豊 田 重 三 郎 が 杉 原 平 助 に 昆 陽 神 社 の ご 神

体 の 書 を 相 談 し た 際 、 こ の 建 立 願 が 平 助 の 手 元 に 渡 っ

た も の と 推 測 さ れ ま す 。

　 「 芋 の 記 」 に よ る と 、 杉 原 平 助 は 、 昆 陽 神 社 の 遷 宮

式 執 行 を 喜 び 、 さ ら に 神 社 辺 り に 碑 を 建 て る こ と を 豊

田 重 三 郎 に 提 案 し て い ま す 。 江 戸 時 代 に 碑 が 建 つ こ と

は あ り ま せ ん で し た が 、 遷 宮 式 か ら  6 2  年 後 の 大 正  8

年 （ 1 9 1 9 ） 、 幕 張 町 の 有 力 者 が 中 心 と な っ て 、 昆 陽 神

社 の 向 か い に ｢ 昆 陽 先 生 甘 藷 試 作 之 地 」 の 記 念 碑 が 建

立 さ れ ま し た 。

（ 市 史 編 さ ん 担 当 　 土 屋 雅 人 ）

註

１   宝 暦  1 2  年 （ 1 7 6 2 ） 1 2  月  1 1  日 、 1 0  代 将 軍 家 治 の 若 君

誕 生 の 時 に 作 っ た 七 夜 の 賀 詞 で あ る （ 平 野 元 三 郎 『 青 木 昆

陽 伝 』 隣 人 社 、 1 9 6 8  年 ） 。

２   給 知 差 配 役 は 、 給 知 世 話 役 （ 与 力 給 知 を 一 括 支 配 ） の 指

示 に 基 づ き 、 給 知 諸 村 の 支 配 に あ た っ た 。 江 戸 と 諸 村 に 配

置 さ れ た （ 須 田 茂 「 千 葉 市 域 の 与 力 給 知 」 『 絵 に み る 図 で

よ む 千 葉 市 図 誌 』 下 巻 、 千 葉 市 、 p p. 1 9 3- 1 9 5 、 1 9 9 3

  年 ） 。

３   乍 恐 以 書 付 奉 願 上 候 （ 薩 摩 芋 養 育 御 用 青 木 文 蔵 様 の 小 社

建 立 願 に つ き ） 、 史 料 番 号  H- 1 8 5 5- 8 9 5 。 昆 陽 神 社 は 、 馬

加 村 の 給 知 差 配 役 の 中 台 弥 十 郎 が 主 導 し 、 弘 化  3  年 （ 1 8 4 6 ）

に 社 殿 が 建 立 さ れ た （ 大 正 ５ 年 『 幕 張 町 誌 』 当 館 蔵 ） 。

「 芋 の 記 」 に み る 昆 陽 神 社「 芋 の 記 」 に み る 昆 陽 神 社↘

史 料  2

（ 保 安 組 合 規 約 ） ：  目 的 達 成 の た め

に 行 う 事 業 　 1 9 2 1  年  9  月  1 4  日

（ 小 中 台 町 内 会 文 書  5 - 4 3 2 ）

史 料  1 　 （ 保 安 組 合 規 約 ）  第 十 条 部 分 ：  組 合 員 の 遵 守 事 項

1 9 2 1  年  9  月  1 4  日 （ 小 中 台 町 内 会 文 書  5 - 4 3 2 ）

「 芋 の 記 」  表 紙

（ 円 城 寺 秀 章 家 文 書  3 ，  当 館 寄 託 ）

３２
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千 葉 市 の

『 千 葉 市 史 　 史 料 編 』  近 代  ・  現 代 を
　 見 せ ち ゃ い ま す 。
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　 ち ば 市 史 編 さ ん だ よ り  2 9  号 を お 届 け し ま す 。 本 号 で は 、 『 千 葉 市 史  史 料 編  1 1  近 代  2 」 に 関 わ る 内

容 に つ い て 、 編 集 委 員 の 町 田 委 員 に 解 説 し て い た だ き ま し た 。 こ れ か ら 本 格 的 に 内 容 を つ め て い く 『 近

代  2 』 で 、 こ の 保 安 組 合 の 内 容 が 市 域 の 他 の 事 象 と ど う 関 係 し て い く の か 、 史 料 編 の 完 成 が 楽 し み で す 。

　 ま た 、 上 記 の と お り 、 令 和  4  年 度 企 画 展 な ら び に  1 1  月 よ り 開 始 予 定 の 中 級 古 文 書 講 座 に つ い て 、 ご

案 内 し て お り ま す 。 そ れ ぞ れ 詳 細 は 、 千 葉 市 立 郷 土 博 物 館  H P  や 公 式  T witt er 、 市 政 だ よ り 等 に て ご 確

認 く だ さ い 。 多 く の 方 の ご 来 館 ・ ご 参 加 を 、 こ こ ろ よ り お 待 ち 申 し 上 げ て お り ま す 。 （ え ）
あ と が き

　 連 載 中 の 「 千 葉 市 の 明 治 ・ 大 正 ・ 昭 和 が み え る !! 」 、

今 回 は 第  1 1  回 で す 。 『 千 葉 市 史 　 史 料 編  1 0 　 近 代  1 』

掲 載 史 料 か ら 更 に 発 展 さ せ 、 現 在 調 査 中 の 『 近 代  2 』

の 範 囲 ま で を 視 野 に 入 れ て 、 解 説 し て い た だ き ま し た

（ 1 ・ 2  ペ ー ジ ） 。

　 今 回 ご 執 筆 い た だ き ま し た 町 田 委 員 の 「 保 安 組 合 と

密 告 箱 」 で は 、 実 際 に 小 中 台 町 内 会 に の こ さ れ た 保 安

組 合 の 規 約 か ら 、 地 域 社 会 の な か で 保 安 組 合 が 果 た し

た （ 期 待 さ れ た ） 役 割 、 そ し て 実 際 の 組 織 の あ り よ う

を 「 密 告 箱 」 を キ ー ワ ー ド に 丁 寧 読 み 解 い て い た だ き

ま し た 。 ま た 、 保 安 組 合 と い う 事 例 に お い て 小 中 台 村

が も つ 独 自 性 に つ い て も 触 れ 、 全 国 的 に 展 開 さ れ た 事

柄 で あ っ て も 、 そ れ ぞ れ の 地 域 の 特 色 が で る 可 能 性 に

つ い て も 示 唆 し て お ら れ ま す 。

　 前 回 ・ 今 回 の よ う に 『 千 葉 市 史 　 史 料 編  1 1 　 近 代  2 』

で 扱 う 内 容 も 、 刊 行 に 向 け て 続 々 と 明 ら か に な っ て い

ま す 。 引 き 続 き 、 ご 担 当 の 先 生 方 に お 願 い し て 史 料 や

そ の 解 説 を 掲 載 し 、 少 し で も わ か り や す く 市 民 の み な

さ ま へ お 伝 え し て い こ う と 考 え て お り ま す 。 ど う ぞ よ

ろ し く お 願 い い た し ま す 。

古 い 書 付 や 写 真 、 民 具 類 な ど 、 台 風 な ど の 自 然 災 害 や そ の ほ か の 事

情 に よ り 濡 れ て し ま っ た り 、 汚 れ て し ま っ た 資 料 が あ り ま し た ら 、

そ の 対 応 の お 手 伝 い が で き れ ば と 思 い ま す 。 こ れ ら を 捨 て て し ま う

前 に 、 可 能 で あ れ ば 、 下 記 市 史 編 さ ん 担 当 ま で ご 一 報 く だ さ い 。 お

宅 に 残 る 歴 史 や 思 い 出 を 、 少 し で も よ い 形 で 後 世 に 残 し て い け る よ

う 、 で き る 限 り の お 手 伝 い を さ せ て い た だ き ま す 。

お 宅 に の こ る そ の 資 料 、

2 0 2 2 年 度 後 期  千 葉 市 史 主 催 　 講 座 の ご 案 内
中 級 古 文 書 講 座 「 江 戸 時 代 の 村 の 古 文 書 を 読 む 」中 級 古 文 書 講 座 「 江 戸 時 代 の 村 の 古 文 書 を 読 む 」

く ず し 字 に 慣 れ 、 古 文 書 が あ る 程 度 読 め る 方 を 対 象 と し た 講 座 で す 。 全 ６ 回 。く ず し 字 に 慣 れ 、 古 文 書 が あ る 程 度 読 め る 方 を 対 象 と し た 講 座 で す 。 全 ６ 回 。

千 葉 市 内 に 残 さ れ た 古 文 書 の コ ピ ー を テ キ ス ト と し て 、 く ず し 字 の 読 解 、 史 料 が 書 か れ た 背 景 の千 葉 市 内 に 残 さ れ た 古 文 書 の コ ピ ー を テ キ ス ト と し て 、 く ず し 字 の 読 解 、 史 料 が 書 か れ た 背 景 の

解 説 な ど を 行 い ま す 。解 説 な ど を 行 い ま す 。

定 　 員 　 2 4  名 　  会 　 場 　 千 葉 市 立 郷 土 博 物 館 　 講 座 室定 　 員 　 2 4  名 　  会 　 場 　 千 葉 市 立 郷 土 博 物 館 　 講 座 室

対 　 象 　 一 般 （ 古 文 書 が あ る 程 度 読 め る 方 ）対 　 象 　 一 般 （ 古 文 書 が あ る 程 度 読 め る 方 ）

日 　 程 　 1 1 / 1 5日 　 程 　 1 1 / 1 5 ㊋㊋ ・ 2 2・ 2 2 ㊋㊋ ・ 1 2 / 1 3・ 1 2 / 1 3 ㊋㊋ ・ 2 0・ 2 0 ㊋㊋ ・ 2 0 2 3 / 1 / 1 7・ 2 0 2 3 / 1 / 1 7 ㊋㊋ ・ 2 4・ 2 4 ㊋㊋

募 　 集 　 市 政 だ よ り （ 1 0  月 号 ） に て 募 集 　 1 0 / 7  ㊎ 必 着 。募 　 集 　 市 政 だ よ り （ 1 0  月 号 ） に て 募 集 　 1 0 / 7  ㊎ 必 着 。

講 　 師 　講 　 師 　 後 藤 雅 知 先 生 （ 立 教 大 学 文 学 部 教 授 ）後 藤 雅 知 先 生 （ 立 教 大 学 文 学 部 教 授 ）

第 1 1 回 　 保 安 組 合 と 密 告 箱

千 葉 市 史 編 集 委 員 　 町 田 　 祐 一

　 今 回 ご 紹 介 す る の は 、 大 正 時 代 に 設 置 さ れ た 保 安 組

合 と 密 告 箱 に つ い て で す 。

　 大 日 方 純 夫 『 警 察 の 社 会 史 』 （ 岩 波 新 書 、 1 9 9 3  年 ）

に よ れ ば 、 米 騒 動 が 始 ま る 頃 か ら 警 察 組 織 は 、 デ モ ク

ラ シ ー 状 況 の 展 開 に よ る 既 存 の 社 会 秩 序 の 動 揺 に 対 し

て 、 民 衆 の 中 に 警 察 活 動 の 基 盤 を 広 げ 、 同 意 と 協 賛 を

調 達 す る こ と で 秩 序 を 維 持 す る 新 し い 警 察 の 姿 を 模 索

し て い ま し た 。 こ の 中 で 、 国 民 に 「 自 衛 自 警 」 を 認 識

さ せ 、 警 察 行 政 に 理 解 の あ る 篤 志 団 体 と 警 察 が 協 力 し

た 「 公 安 」 を 維 持 し よ う と 組 織 さ れ た 一 つ が 、 保 安 組

合 で し た 。

　 千 葉 県 は 設 置 が 進 ん だ 県 の 一 つ で 、 1 9 2 3  年  4  月 に

県 内 の 組 合 員 数 は  1 8  万 人 に 達 し 、 関 東 大 震 災 の 時 に

は 自 警 団 を 構 成 す る 組 織 の 一 つ に な り ま し た 。

　 こ れ ま で 千 葉 市 の 保 安 組 合 に つ い て の 詳 し い 研 究 は

な く 、 組 織 や 活 動 の 実 態 は 不 明 で し た 。 し か し 各 区 有 ↘

政 令 市 移 行  3 0  周 年 記 念

令 和 ４ 年 度 企 画 展

甘 藷 先 生 の 置 き 土 産甘 藷 先 生 の 置 き 土 産
～ 青 木 昆 陽 と 千 葉 の さ つ ま い も ～

「 芋 神 様 」 と し て 人 々 に 敬 愛 さ れ た 青 木

昆 陽 の 実 像 や 、 千 葉 市 と さ つ ま い も と

の 深 い か か わ り に つ い て 紹 介 し ま す 。

会 期

2 0 2 2  年  8  月  3 0  日 ㈫

～  1 0  月  1 6  日 ㈰ 　

会 場

　 千 葉 市 立 郷 土 博 物 館 ２ 階 展 示 室

開 館 時 間

　 9 ： 0 0  ～  1 7 ： 0 0

　 （ 入 館 は  1 6 ： 3 0  ま で ）

休 館 日

　 月 曜 日 （ 祝 日 の 場 合 は 翌 平 日 ）青 木 昆 陽 肖 像 画 （ 幕 張 公 民 館 蔵 ）

　 千 葉 市 の 明 治 ・ 大 正 ・ 昭 和 が み え る ！ ！ � 1- 2 　

　 　 第 1 1 回 　 保 安 組 合 と 密 告 箱

　 令 和 4  年 度 企 画 展 こ ぼ れ 話

　 　 「 芋 の 記 」 に み る 昆 陽 神 社 � 3 　

 　 千 葉 市 史 主 催 　 講 座 な ど の ご 案 内  ��� 　 　 ��4

１４

【 申 込 方 法 】

往 復 葉 書 ま た は 電 子 申 請 で の お 申 込 み で す 。

往 復 は が き の 場 合 は 　 　 住 所 ･  氏 名 (  ふ り が な ) ･  電 話 番 号 、 講 座 名住 所 ･  氏 名 (  ふ り が な ) ･  電 話 番 号 、 講 座 名 　 を 明 記 の う え 、

下 記 千 葉 市 史 編 さ ん 担 当 ま で お 申 し 込 み く だ さ い 。

葉 書 の 場 合 、 一 枚 に つ き お 一 人 の ご 応 募 と な り ま す 。

電 子 申 請 の 方 法 ほ か 詳 細 は 市 政 だ よ り ・ 千 葉 市 立 郷 土 博 物 館  H P  に て ご 確 認 く だ さ い 。

※ お 申 込 み 多 数 の 場 合 、 抽 選 と な り ま す 。

千 葉 市 立 郷 土 博 物 館 検 索

C LI C K!

　 問 い 合 わ せ 先

　 　 千 葉 市 立 郷 土 博 物 館 　 市 史 編 さ ん 担 当

℡ 0 4 3- 2 2 2- 8 2 3 1
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